	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和元年度（２０１９年度）

社会福祉法人　いなほ福祉会

 ワークショップゆう  事業報告書


１．事業所所在地
　　　和歌山県新宮市佐野９５４－３
　　　　電話　０７３５－３１－２３３６
　　　　FAX　０７３５－３１－９９９６
２．基本方針
　基本方針である「障害の状況に配慮しつつ利用者が働く中で、その能力をいかんなく発揮し、生産活動をとおし社会的貢献や働く喜び、充実感を感じ取ることで、自らの存在価値を確認し、社会的自立をめざす。また、一人ひとりが互いに人格を尊重し、相互に助け合う集団づくりを通し豊かな成長をめざす。作業所生活を通して経験や生活の幅を広げ、豊かで充実した生活につながる実践を大切にする。」実践に努めた。
３．利用定員と利用実績（令和２年３月３１日現在）
　　　　　 定員　２０名　　　　利用登録者　２４名
	利 用 月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３
	合  計

	開所日数
	21
	20
	21
	22
	19
	20
	21
	20
	21
	20
	19
	22
	246

	延利用人数
	388
	386
	363
	425
	344
	368
	385
	378
	398
	363
	357
	434
	4,589

	１日平均
	18.5
	19.3
	17.3
	19.3
	18.1
	18.4
	18.3
	18.9
	19.0
	18.2
	18.8
	19.7
	18.7


                                                 　　　　　　　　　          　平成３０年度 ＝ 19.6人
４．職員体制（令和２年３月３１日現在）
	職　種
	定　数
	現員
	内　訳

	
	
	
	常勤
	非常勤

	管　理　者
	１名
	１名
	１名
	

	サービス管理責任者
	１名
	（管理者が兼務）
	
	

	生活支援員
	１名
	１名 
	１名
	

	職業指導員
	１名
	５名 
（１名：兼務）
	
	５名
（１名）

	目標工賃達成指導員
	１名
	２名 
	２名
	

	調　理　員
	
	１名 
１名（兼務）
	
	１名
１名

	送　迎　員
	
	２名
	
	２名

	嘱　託　医
	（１名）
	―
	―
	（１名）

	      計
	５名
	１３名 
	４名
	９名


※７月から１名が正規職員となった。
５．令和元（２０１９）年度の重点方針の結果
★成人分野共通方針★
①成人分野事業所での共通した課題を協働して取り組んでいきます。
　　・食品表示法施行に伴った食品表示の切り替えを、２０２０年３月末までに行い、新しい食品表示でのパンや焼き菓子等の販売につなげることができた。
　　・成人分野事業所間で共通の担当者を配置し、安全管理や衛生管理の改善につなげていった。部分的な改善であるため、継続していく必要性がある。
②福祉専門職員としての人材育成をすすめます。
・利用者を主体とした支援が出来る支援体制の見直し等を協働で検討を行った。
　　・世代交代も含めた人材育成を行っていくためにも、職員の支援スキルアップや支援者としての自覚を深めていくことは継続した課題である。
③利用者支援・業務管理システム（ＡＳＰ）を導入し、記録管理や事務処理の改善、個人情報データのセキュリティ構築をすすめます。
　　・いなほ作業所では９月～ＡＳＰを活用した給付費の請求につなげられた。ワークショップゆうは準備に留まっている。
　　・諸記録や個人情報の管理など活用出来ていない為、継続してすすめていく必要がある。
④成人分野管理者会議を行い、成人期全般の広範な課題や今後の方向性についての検討をすすめます。
　・定期的な開催は行えていないが、課題に応じた検討を行う事が出来た。
　・法人事務局を引き継ぐ体制作りと、共通した課題を協働ですすめる事で幅広い課題解決につなげていけるよう継続していく必要がある。
★ワークショップゆう　重点方針★
①旧第２通園くじら建物を新たに賃貸借し、利用者が過ごすスペースを広げます。
　・旧第２通園くじらのホール部分をワークショップゆうが使用し、給食や休憩、自治会等必要な時に使用出来、空間の狭さへの問題が改善出来た。
・使いたい時にホールが使用出来るようになり、リラックスが必要な場面や自治会、面談等、必要に応じた過ごし方が出来るようになった。
· 旧第２通園くじらの建物を事務センターと共同で賃貸借することで、家賃負担を抑えられ、また職員体制が不足した場合に事務センター職員に応援を頼む事が出来た。
②職員集団の再構築を行います。
・利用者を主体とした支援を深めていけるよう、職員間での情報共有や連携を強化した。
・１名の退職とゆとりをもった支援が出来るよう１名の加配を想定して２名の職員補充を進めていたが、年度替わりに４名の退職者が重なった。求人募集をしても補充がすすまず、支援体制が不足した状況が続いた。また、きょうされん全国大会への事務局員派遣も重なり、職員体制が常に不足し、新規利用者の受け入れが遅れ、研修やスキルアップに向かう余力がない１年となった。
③きめ細やかなニーズ把握や支援につながるよう、支援計画やモニタリング、個別面談の進め
方を見直します。
・支援計画の策定やモニタリングの時期をずらす事で、少人数ずつ検討を深めていくことが出来た。家族との個別面談は体制上一部の職員が限られた時間内で対応しなければならず、計画通り進められなかった。
６．利用者への提供サービス
働くことや作業所での生活体験を通して、利用者が見通しをもって労働や生活に関われることを大切にする“ゆるやかな就労”という方針を堅持しつつ、利用者２０人（平均利用者数１８．７人）の小集団としての集団相互作用の効果を高め、豊かな生活を実感できる支援の組み立てに努めた。
２０１３年４月以来、６年８ヶ月ぶりに新しい利用者を１名受け入れる事が出来た。
〔 作業支援 〕
移転して１０年が経過。安定した製造、作業技術の向上、廃棄を減らす事に重点をおいてすすめた。「工賃向上計画」に基づき、下記のとおり、製パン、製菓事業の充実をめざした。
①製パン、製菓部門
・全体的に昨年度並みの製造販売となった。
製造技術が年々向上し、利用者を主体とした安定した製造販売となっている。
・利益率の高いメロンパンや食パンが安定して販売出来、収益の安定につながっているが、年間販売量は減少した。
・いなホットの分量変更の説明なく販売しお客様から苦情を受け対応を行った。
・新宮市社会福祉協議会より福祉サロンでの販売依頼を受け、１２月～月１回販売するようになった。新型コロナウィルス感染予防の為、３月から休止となっている。
・利用者の製造技術は向上しているが職員の入れ替わりが続き、新商品の導入や製造量のアップ、販売先の拡大を見合わせており、職員の定着が課題となっている。

・売上高については、目標７４０万円に対し実績７５８万円（見込み）と目標を達成した。収支差額の剰余金は昨年度より少なくなるが夏のボーナスで分配できる見込みとなった。
・ＨＡＣＰＰの導入準備、販売時のレジ袋の有料化についての検討が今後必要である。
②物品販売、事務部門
　・いなほからの仕入れ販売やカタログ販売は昨年同様安定した売上となった。

・カタログ販売は、引き続きいなほ作業所とエリアを分担して取組むことができた。

・就労会計と予約受付、集計、請求の実務として、事務部門（おふぃしゅぅ）を充実させた。
・事務部門の技術向上により、受注や生産量の把握、販売時の伝票準備、売上計算等が円滑にすすめられている。
〔就労支援事業・収支実績〕
	
	2018(H30)年度実績
	2019(R元)年度実績（見込）

	年間売上金額（Ａ）
	７，７８６，３７５
	７，５８１，２００円

	年 間 経 費 （Ｂ）
	７，６０１，３２４
	７，４２４，２５３円

	年間利益（Ａ－Ｂ）
	１８５，０５１
	１５６，９４７円


〔工賃支給実績〕
	
	2018(H30)年度実績
	2019(R元)年度実績（見込）

	平均工賃月額
	１１，１７３円
	１０，４３６円 

	時給換算額
	１３４円
	１２６．４円 

	年間工賃総額
	２，９３８，５０５円
	２，６０８，９７５円

	年間支払対象者数
	２６３名
	２５０名

	利益の分配額
	基本２０，０００円／人
	基本１０，０００円／人


〔 生活支援 〕
①作業所実践や諸行事等での利用者・家族の要望（意見）を傾聴し、利用者本位の作業所運営となるよう取り組み、要望（意見）に対しては迅速な対応を行った。
②土曜日の取り組みを継続し、平日に取り入れにくい余暇活動を通して、生活体験の幅が広がるように活動内容を工夫した。
毎月１回の土曜日の活動は、社会経験を広げる為の重要な位置づけとなっている。また、利用者の楽しみとなっており、今後も内容をさらに充実させていく。
＜ドヤサー（土曜取り組み）・お楽しみ企画　実績＞
	実施月
	取り組み内容
	参加利用者

	　　４／２０
	大島ハイキング　　　　 【大島・金山展望台、樫野崎灯台】
	１８名

	　　５／１８
	つくしんぼ歌謡祭　           　  　【体育文化会館】
	１７名

	　　６／１５
	ボーリング＆ランチ　　　　　　　　   　 【新宮市内】 
	１２名

	　　７／２７
	　川遊び　　　　　　　　　　　　　　 【大里親水公園】 
	（台風接近により中止）　

	　　８／２１
	映画鑑賞（雨による増水の為、川遊びから企画変更） 　  【ワークショップゆう】 
	１５名

	　　９／２１
	カラオケ（雨天の為、飯盒炊爨中止）　　　  【勝浦】 
	１７名

	　１０／１９
	スポーツ大会の練習　　　　   　　 【杉の郷えぼし寮】 
	（大雨警報の為中止）

	　11/14～15
	作業所旅行　　　　　　　　 【 三重県/ナガシマリゾート】 
	２０名

	　１２／１４
	新東障連スポーツ大会（カローリング＆ボッチャ）  【体育文化会館】
	１５名

	　１２／２５
	クリスマス会　　　　　　　　　 【ワークショップゆう】
	２０名

	　　１／１８
	新年会～みんなで調理～　 　　　【ワークショップゆう】
	１３名

	　　２／１５
	家族との交流会　　　　　　　　 【ワークショップゆう】　
	１６名
家族２０名

	　３／　２８
	映画鑑賞 （感染予防の為、企画変更）　　  【ワークショップゆう】　  　　　
	１９名


※天候不良や感染予防の為、中止や企画変更となる事が多かった。
③ニコサーでは毎週水曜日午後の約１時間であるが、作業をしないリフレッシュする時間となっている。主にストレッチを行い、１週間の中休みとして活用できている。
④グループホームに対するニーズの実態を把握しつつ、希望に応じて宿泊体験実習（暖海ハイツ、平見ハイツとの連携）の支援を実施した。宿泊出来る職員の体制や利用出来る居室数が限られていたため、希望者全員の利用受入は出来ていない。
	〔宿泊体験実習　利用実績〕

利用者　３人　／　利用日数　２０日　／　職員同泊同行等支援　１２日
単独利用者１名　／　宿泊日数２６日


　　　※ショートステイ室が空いていない場合、作業所内で延長受け入れ等で対応した。
⑤必要に応じて、本人や家族と相談支援事業所との仲立ちとなり、「障害福祉サービスの活用」に
つなげ余暇や生活面でも豊かな生活につながる事を大切に出来るようすすめていった。
〔 就労支援 〕
①一般就労をしている利用者の就労が継続出来るよう、東牟婁圏域障害者就業・生活支援センタ
ーや相談支援事業所と連携しながら支援の継続を行った。
②必要に応じて就労先の事業所の相談対応も行った。
〔個別支援計画〕
「アセスメント」「個別支援計画」「モニタリング」「ケース検討」「計画修正」を、特に本人が主体となって自信や意欲につなげられるよう努めた。
　相談支援事業所のサービス等利用計画の策定時期に応じた個別支援計画の策定やモニタリングをすすめた。家庭個別面談の実施は体制上計画通りに進められなかった。

・「個別支援計画」を策定し、計画の実施、並びに適時見直しを実施した。
・個別支援計画策定会議

２０１９年　５月２３日、　７月１２日、８月２９日、９月１０日、１１月５日

１１月２８日、１２月３日、１２月１９日、２０２０年　１月３０日
・モニタリング会議
２０１９年　４月１１日、　４月２３日、　５月２３日、　６月２０日、　７月１２日
８月２９日、　９月２６日、１１月　５日、１２月　３日、１２月　５日２０２０年　２月２０日、　２月２６日、　３月　５日、　３月１６日
〔 日 課 〕
　　　「平成３１（２０１９）年度事業計画書」のとおり実施した。
〔健康管理〕

・年１回の健康診断を実施（２０１９（令和元）年　７月１日）
　　※必要に応じて通院同行支援を実施し、医療機関と連携した対応を行った。
〔 通 所 〕

　　　・自力通所の方に向け、紀伊佐野駅と佐野松原バス停の送迎を行った。
・家族の負担軽減を目的に、下里・太地方面の往復と新宮方面の帰りの毎日送迎を行った。
・新宮方面の朝の送迎を２月から導入を開始する事が出来た。
※新型コロナウィルス感染予防の為、２月末から公共交通機関での通勤を見合わせ、送迎対応を行った。
〔給食サービス〕
・栄養のバランスを考えた給食を提供し、食事を通した健康増進に努めた。

　　　・嗜好調査等を行い、リクエストに応えた献立を行った。
※材料費高騰に伴い、職員の給食費の検討を行った。
７．利用者のプライバシーの確保（個人情報管理）
　　・個人情報データのセキュリティ構築の具体化に向けＡＳＰの導入を行った。
８．非常災害対策（安全管理）
　　・自衛防災訓練
　　　自主訓練として、水害（６月１２日）、地震と津波（１１月６日）からの避難訓練を実施した。

　　・自衛防災訓練（７月１７日）（２月１９日）
　　　消防署の立ち会いのもと、火災からの避難・通報・初期消火訓練を実施した。

　　・救急救命訓練（７月４日）
消防署の立ち会いのもと、救急訓練（実技講習）を実施した。
　　・消防設備法定点検（１１月２５日）(３月２７日)
・震災（津波）対策を含めた総合的な防災計画、並びに防災対策の構築については一定の準備は完了しており、継続的な訓練の実施を行った。
どの役割を担当しても各職員が的確に実施できるよう、訓練を積み重ねていった。
・防犯対策については、防犯・不審者対応チャートの配布確認のみとなった。
※災害対策推進員・安全管理対策推進員を配置し、利用者・職員の防災意識の高揚を図り、利用者の安全・安心・衛生保持に努めた。
※異常気象による被害を想定し、無理をしない開所や早めの避難等の対応を行った。
※作業所旅行中、２名を見失う場面があった。すぐに見つかり旅行は予定通り行った。
　※給食のおかずを喉に詰まらせ、腹部突き上げ法で除去する事が出来た案件があった（１名）。
９．虐待の防止のための措置

・利用者虐待防止措置の為に、虐待防止関係の研修に積極的に参加した。
　※人権擁護推進員を配置し利用者・職員の人権意識の向上につなげていった。
１０．苦情解決のための措置

定期開催（隔月）している家族会で、利用者やその家族の意向を汲み取るよう努め、家族会役員が苦情受付窓口となる「ちょっと聞いてよ窓口」を設け、利用者やその家族の意向が事業所に届きやすい環境づくりをすすめた。

日々の生活支援上での、利用者や家族からの希望や要望的な苦情申し出を受け、都度改善を図
り解決を積み重ねる事で大きな苦情につながることなく１年を終える事が出来た。
「苦情解決要綱」に則った案件はなかった。
１１．職員の支援技術の向上

①各種会議により、職員間のコミュニケーションを充実させ、支援方針の共有と遵守に努めた。
	・支援職員全体会議　　　　→　１３回開催
・職員会議　　　　　　　　→　１３回開催
・個別支援計画策定会議　　→　　９回開催
・モニタリング会議　　　　→　１４回開催
・給食会議　　　　　　　　→　１０回開催


　 ②職員研修の実施（支援の質の向上）
	日　程
	研修内容
	参加人数

	６月２３日
	発達についての連続講座
	１名

	６月２９日
	法人合同研修／虐待防止に関する伝達研修・人権擁護研修
	全職員

	７月　４日
	心肺蘇生法とＡＥＤの活用について／新宮市消防本部
	７名

	８月　８日
	２０１８年度実践総括
	８名

	９月　８日
	発達についての連続講座
	１名

	９月２８日
	２０１９年度わされん職員研修会
	２名

	１０月２６日
	きょうされん全国大会（愛知大会）
	３名

	１月２８日
	ＨＡＣＰＰ義務化対応講習会
	１名

	２月　８日
	映画「星に語りて」鑑賞
	１２名

	２月２９日
	作業所問題交流集会（レポート参加）
	中止

	３月　７日
	発達セミナー（全障研）
	中止

	３月１４日
	新東障連職員研修会
	中止


※迅速・正確・丁寧な実務力の獲得をめざし、この方針を達成させるための知識や援助技術の修得をはかり、社会人として、福祉の専門職員としての質の向上に努めた。
※代表で研修に参加した場合は、後日の職員会議内で伝達研修（報告）を行い、学んだ事を共有出来る機会を設けた。
　※支援職員全体会議内で、「ゼロから学ぶ障害のある子ども・若者のセクシュアリティ」を毎月配布し性についての学習の機会を設けた。
③正規職員４名の有資格状況
　　　精神保健福祉士　　　　　　　　有資格者　１名
　　　介護福祉士　　　　　　　　　　有資格者　１名

サービス管理責任者　　　　　　有資格者　３名

　　　甲種防火管理者　　　　　　　　有資格者　２名

相談支援専門員　　　　　　　　有資格者　１名

１２．家族会の運営

開催日（５月１４日・７月２日・９月３日・１１月５日・１月７日）

臨時家族会（２月１４日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６回開催
※３／１０は新型コロナ感染予防の為中止
※家族会で要望のあった作業所職員紹介を作成配布した
１３．事務・財務管理

・会計処理の適正と状況把握を定期的に実施した。
・請求事務の効率化に努めた

１４．その他の業務
①きょうされん・わされんの運動

　  ・ブロック会議を通し、地域での障害者運動を継続していく事が出来た。

・全国大会事務局、教育研修部、運営委員会への職員派遣を行った。
・署名、募金活動等対外的な運動は、新型コロナ感染拡大予防時期と重なり、制約の中での取り組みとなった。
・映画「星に語りて」上映会を実施し成功する事が出来た。

　②新宮東牟婁障害者施設連絡会では、会長として事務局をサポートし運営に協力をした。

③地域との協力

　　　・地域活動等への積極的な参加に努めた。佐野地区の環境美化や防災訓練は日程が合わず参加出来なかった。
　　　・見学者の受入や実習生の受入を行った。
　④啓発、情報発信
・福祉会ニュース編集委員会で法人内職員と合同で編集作業を進めた。
・ブログ更新を最低毎月１回更新し、作業所の様子を対外的に知ってもらう機会とした。
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